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希望を胸に

きょうから1 年生

’92 ４
月

町内の小中学校の入学式は４月６日。各学校

で行われ､328 人の新一年生が誕生しました。

ことし希望 に胸を膨らませて入学した小学生

は140人（小坂小17人、藤田小70人、森江野小32

大。 大 木戸 小16人、大枝小５人）。中学生は１８８

大です。

森江 野小学 校（伊 勢文朗 校長） では 、２月に

完成し たばか りの 真新 しい 校舎 で入学式 か行わ

れ 、新 大生た ちが担任の先生に引率され て元気

い っぱいに入場｡･これから始 まる 楽しい学 校生

活に胸をはず ませてい ました。



平
成
四
年
度
ス
タ
ー
ト

・
豊
か
で
　
住
み
よ
い
　
活
力
あ
ふ
れ
る
　
ふ
る
さ
と
づ
く
り

・
心
の
豊
か
さ
を
持
っ
た
　
人
間
尊
重
の
町
づ
く
り

三
月
十
一
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
日
程
で
、
平
成
四
年
第
一

回
国

見
町

議
会
定
例
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
冒
頭

、
冨
永

町
長

よ

り
新
年
度
に
あ

た
っ
て
の
所
信
表
明
と
提
出
議
案
の
脱
明

が

あ
り

、
七
日

間
の
会

期
に
亘
り
慎

重
に
審
議
さ
れ
た
結
果

、
全

議
案

が
原
案
ど
お

り
可

決
さ
れ
ま
し
た

。

町

政
は
こ
の
四

月
か
ら

新
年
度

に
入
り

”
豊
か
で

住
み
よ

い
、

活
力
あ
ふ

れ
る
ふ

る
さ
と

づ
く
り

”
を
目

指
し
た

数
々
の
事

業

が
実
施
さ

れ
ま
す

。
今
月
号
で
は

、
平

成
四

年
度
に

は
ど
の
よ

う
な
町
づ

く
り
が
進
め
ら
れ

る
の
か

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

提
案
理
由
の
要
旨

平
成
四
年
度
の
国
の
予
算
は
、
人

口
の
高
齢
化
や
国
際
社
会
に
お
け
る

我
が
国
の
責
任
の
増
大
な
ど
、
今
後

の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
財
政
が

弾
力
的
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
歳

出
の
見
直
し
と
合
理
化
な
ど
、
財
源

の
重
点
的
・
効
率
的
な
配
分
等
を
基

本
方
針
に
編
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
予
算
規
模

は
七
十
二
兆
二
千
百
八
十
億
円
、
対

前
年
座
比
一
７

六
％
の
伸
び
と
な

り

て
お
り
、
国
債
費
等
を
差
し
引
い
た

一
般
歳
出
は
三
十
八
兆
六
千
九
百
八

十
八
億
円
。
四
・
五
％

の
増
と
な
り
。

政
府
経
済
見
通
し
の
名
目
成
長
串
五
・

〇
％
よ
り
低
い
抑
制
型
の
予
算
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
方
財
政
運
営
の
指
針
と

も
い
う
べ
き
地
方
財
政
計
画
で
も
。

国
と
同
一
基
跼
の
も
と
に
経
常
経
費

に
つ
い
て
は
極
力
抑
制
さ
れ
る
な
ど
、

行
財
政
の
簡
素
効
率
化
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た

地
城
づ
く
り
と
住
民
生
活
の
質
の
向

上
の
た
め
の
杜
会
賢
本
の
整
備
、
福

祉
の
充
実
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要

な
事
業
費
を
確
保
す
る
な
ど
、
節
贋

あ
る
財
政
運
営
を
行
い
。
そ
れ
に
基

づ
い
て
策
定
さ
れ
た
地
方
財
政
計
画

の
歳
入
歳
出
規
模
は
七
十
四
兆
三
千

六
百
五
十
一
億
円
で
、
前
年
度
に
比

較
し
て
四
・
九
％
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
国
見

町
で
は
地
方
財
政
計
画
の
ほ
か
、
国
・

県
の
予
算
編
成
方
針
。
経
済
の
見
通

し
。
第
二
次
町
振
興
計
叫
を
踏
ま
え
、

町
民
生
活
の
充
尖
と
福
祉
の
向
ｈ
を

目
指
し
、
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
。

人
口
の
定
化
化
と
活
力
あ
る
町
づ
ぐ

り
の
た
め
、
積
極
的
に
各
槞
施
策
推

進
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

平
成
四
年
度
に
お
い
て
も
、
豊
か

で
住
み
よ
い
活
力
あ
る
国
見
町
の
実

現
と
心
豊
か
な
人
間
尊
重
の
町
づ
く

り
を
目
指
し
、
長
期
的
視
野
に
立
ち
、

町
政
発
展
の
基
礎
を
な
す
事
業
の
選

択
に
つ
い
て
は
重
点
選
別
主
義
に
よ

り
対
処
し
。
よ
り

］
層
の
町
政
発
展

と
町
民
生
活
の
向
上
を
図
る
こ
と
を

基
本
に
。
財
源
の
重
点
的
か
っ
効
率

的
配
分
に
努
め
、
予
算
の
編
成
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
歳
入
歳
出

予
算
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ
四
十
九
但
一

ｆ
万
円
と
な
り
、
対
前
年
度
比
十
四

・
五
％
の
伸
び
と
な

り
て
い
ま
す
。

歳
　
　

入

自
主
財
源
の
人
宗
を
占
め
る
町
税

に
つ

い
て
は
町
民
税
、
固
定
資
産
税

を
中
心
に
七
億
五
千
六
百
二
十
万
円
。

対
前
年
度
比
六
・
七
％
の
伸
び
と
な

っ
て

い
ま
す
。

地
方
交
付
晩
は
、
森
江
野
小
学
校

体
育
館
改
築
に
よ
る
事
業
賢
補
正
、

地
域
総
（
口
整
珊
資
金
貸
付
事
業
費
、

垉
域
づ
く
り
推
進
事
業
賢
、
地
城
福

祉
基
金
、
上
地
開
発
基
金
等
が
引
き

続
き
算
人
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
り
、

交
付
額
は
地
方
財
政
計
画
の
伸
び
串

を
上
回
る
対
的
年
度
比
九
・
〇
％

の

増
、
十
七
億
七
千
万
円
を
計
上

し

て

い
ま
す
。

国
家
支
出
命
は
。
公
営
住
宅
建
設

事
業
補
助
金
等
の
増
で
一
億
九
千
二

百
万
円
。
町
債
は
。
継
続
事
業
と
し

て
辿
め
て
い
ま
す
国
見
町
観
月
台
公

園
文
化
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、
森
江

野
小
学
校
体
育
館
、
公
営
住
宅
建
設

事
業
債
等
で
十
億
三
千
九
百
四
十
万

円
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
基
金
繰
り
入
れ
は
観
月
台

公
園
文
化
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
費
に

ふ
る
さ
と
扱
興
基
金
か
ら
Ξ
億
八
千

三
百
二
十
九
万
円
、
森
江
野
小
乍
校

体
育
館
改
築
事
業
に
文
教
施
設
整
備

基
金
か
ら
一
億
二
千
九
百
万
円
を
充

当
し
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
五
ｆ
万

円
の
繰
り
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
、
町
税
な
ど
一
般
財
源

は
二
十
七
倍
四
千
五
百
四
十
六
万
九

千
円
と
な
り
、
歳
入
全
体
に
占
め
る

比
率
は
五
十
五
・
九
％
と
な
り
て
い

ま
す
。

歳
　
　

出

歳
出
で
は
、
町
の
重
点
事
業
と
し

て
進
め
て

い
ま
す
観
月
台
公
園
文
化

セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
費
十
二
億
七
千

百
八
十
九
万
円
を
は
匕
め
、
森
江
野

小
学
校
体
育
館
改
築
事
業
費
二
億
三

千
九
百
八
卜
五
万
円
、
公
営
住
宅
建

設
事
業
費
二
偉
二
千
百
三
十
六
万
円
、

大
技
中
央
集
会
所
建
設
事
業
費
五
千

九
十
四
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

町
道
、
農
林
道
整
備
事
業
を
中
心

と
し
た
生
活
関
連
の
投
資
的
経
費
は
、

対
前
年
度
比
二
十
四
・
七
％
増
の
二

十
三
億
六
百
四
十
五
万
円
を
計
上
。

そ
の
ほ
か
、
情
報
化
、
国
際
化
、
高

齢
化
の
進
行
な
ど
杜
会
経
済
情
勢
の

変
化
に
対
応
す
る
蹂
施
策
推
進
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
所
要
の
経
費
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

間
近
に
迫
る
二
十
一
世
紀
を
目
指

し
、
『
豊
か
で
住
み
よ
い
活
力
あ
る

ふ
る
さ
と
づ
く
り
、
心
の
豊
か
さ
を

持
っ
た
人
間
尊
重
の
町
づ
く
り
』
を

町
政
運
営
の
目
標
に
、
各
施
策
の
推

進
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。



平成４年度

重 点 施 策

活
力
の
あ
る
町
づ
く
り

第
一
は
『
活
力
の
あ
る
町
づ
く
り
』

の
推
進
に
努
め
ま
す
。

本
年
度
は
、
二
十
一
世
紀
を
目
指

し
た
活
力
の
あ
る
国
見
町
を
創
造
す

る
第
三
次
町
振
興
計
面
を
策
定
し
ま

す
。ま

た
、
町
の
活
性
化
の
基
本
で
あ

り
ま
す
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
工
業
団
地
の
整
備
を
進
め
、

優
良
企
業
の
誘
致
に
取
り
組
み
ま
す
。

既
存
企
業
の
育
成
に
つ
い
て
も
工

場
等
設
置
奨
励
金
の
育
成
に
つ
い
て

商
工
会
の
育
成
、
中
小
企
業
育
成
預

託
事
業
、
商
工
振
興
会
議
等
に
要
す

る
経
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

農
林
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
水

田
農
業
確
立
対
策
事
業
を
は
匕
め
、

農
林
遭
の
整
備
、
県
営
事
業
と
し
て

中
山
原
樹
間
地
帯
農
道
綱
の
整
備
と

観
月
台
た
め
池
の
農
業
水
利
施
般
高

度
利
用
事
巣
、
石
母
田
地
区
農
道
整

備
事
業
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
町
農
業
生
産
基
盤
の
整
備

と
農
村
の
生
活
環
境
整
備
を
図
る
た

め
に
、
農
村
総
合
整
備
計
画
を
策
定

い
た
し
ま
す
・

さ
ら
に
、
農
業
振
興

会
議
、
農
楽
後
継
者
の
育
成
に
つ

い

て
も
禎
極
的
に
対
応
を
図
り
ま
す
。

A21 世妃を担う子どもたち（・ 田幼入園式・４月８日）

快
適
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り

第
二
に
『
快
適
で
住
み
よ

い
町
づ

く
り
』
の
推
進
に
努
め
ま
す
．

生
活
幹
線
町
道
の
整
備
を
重
点
に
、

河
川
改
良
都
市
計
両
事
業
、
公
共
下

水
道
事
業
の
促
進
、
人
口
の
定
住
化

を
図
る
た
め
に
ふ
る
さ
と
マ
イ
ホ
ー

ム
住
宅
団
地
闘
発
の
調
査
を
進
め
る

と
と
も
に
、
雇
用
促
進
住
宅
六
十
戸

の
誘
致
と
公
営
住
宅
を
建
設
し
、
動

労
者
の
住
宅
破
保
を
図
り
ま
す
．

水
資
源
の
確
保
、
消
防
防
災
体
制

の
充
実
、
交
通
安
全
対
策
、
ご
み
処

理
の
対
策
な
ど
快
適
で
住
み
よ
い
町

づ
く
り
を
進
め
ま
す
．

福
祉
と
健
康
の
町
づ
く
り

第
三
に
『
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
髄
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
福

祉
と
健
康
の
町
づ
く
り
』
を
進
め
ま

す
．幸

せ
の
基
本
は
健
康
で
あ
り
．
健

康
づ
く
り
推
進
の
た
め
健
康
診
査
事

業
の
充
実
と
婦
人
の
健
康
づ
く
り
事

業
、
健
康
フ
ェ
ア
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

大
会
の
開
催
、
母
子
健
康
推
進
事
業

及
び
健
康
診
査
体
制
の
充
実
を
図
り

ま
す
．
ま
た
．
在
宅
防
問
看
護
診
察

事
業
と
新
規
事
業
で
、
高
齢
者
生
き

が
い
健
康
づ
く
り
推
進
事
業
を
進
め

ま
す
．

福
祉
対
策
と
し
て
は
、
在
宅
老
人

短
期
保
護
事
業
の
拡
充
を
は
匕
め
、

高
齢
者
福
祉
、
障
害
者
福
祉
、
児
童

福
祉
の
た
め
の
施
策
を
積
極
的
に
推

進
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
福
祉
対

策
の
基
本
と
な
る

『
老
人
保
健
福
祉

計
画
』
の
策
定
を
進
め
ま
す
．

社
会
福
祉
法
人
国
見
町
社
会
福
祉

協
議
会
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

季
節
保
育
所
、
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事

業
．
寝
た
き
り
老
人
入
浴
事
業
な
ど

を
進
め
ま
す
．

ま
た
、
長
寿
社
会
に
備
え
『
ふ
れ

あ
い
福
祉
基
金
』
の
積
み
増
し
を
し
、

総
合
的
な
福
祉
対
策
を
推
進
し
ま
す
．

将
来
の

国
見
町
を

担
う
人
材
育
成

第
四
は

『
将
来
の
国
見
町
を
柤
う

人
材
育
成
』
の
推
進
に
努
め
ま
す
．

国
際
化
社
会
の
進
展
と
高
齢
化
社

会
へ
の
対
応
は
、
二
十
一
世
紀
に
活

躍
の
中
心
と
な
る
現
在
の
青
少
年
の

力
に
負
う
も
の
か
大
き
く
、
そ
の
担

い
手
と
し
て
国
際
的
な
視
野
に
立
ち
、

自
ら
考
え
、
創
造
し
、
行
動
す
る
若

者
を
育
成
し
、
定
着
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
．

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
本
年
は

森
江
野
小
学
校
体
育
館
の
改
築
事
業

を
進
め
、
教
育
環
境
の
整
偏
に
努
め

ま
す
．

生
涯
教
育
に
つ
い
て
も
、
公
民
館

活
動
を
中
心
に
青
少
年
か
ら
婦
人
、

高
齢
者
ま
で
、
自
ら
学
び
自
ら
行
う

精
仲
の
育
成
を
ね
ら
い
、
そ
の
推
進

を
図
り
ま
す
．

町
民
の
総
意
に
基
づ
き
、
昨
年
着

工
し
た
観
月
台
公
園
文
化
セ
ン
タ
ー

は
文
化
、
福
祉
の
拠
点
と
し
て
そ
の

活
用
か
期
待
さ
れ
て
お
り
、
平
成
五

年
度
完
成
に
向
け
、
本
年
度
の
最
重

点
事
業
と
し
て
進
め
て
参
り
ま
す
．

高
齢
化
．
地
城
活
性
化
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
大
枝
中
央
集
会
所
の
整
備

を
行
い
、
地
域
の
集
会
、
研
修
、
コ

ミ
ュ
一一
テ
ィ
の
促
進
を
図
り
ま
す
．

ス
ポ
ー
ツ
の
扱
興
は
健
康
づ
く
り
、

人
づ
く
り
の
重
要
な
要
素
で
あ
り
、

上
野
台
地
内
に
多
目
的
運
動
広
場
を

建
設
す
る
た
め
、
調
査
費
な
ど
所
要

の
経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

文
化
振
興
に
つ
い
て
は
、
文
化
財

の
保
存
、
文
化
振
興
基
金
の
充
実
、

文
化
団
体
活
助
の
助
成
を
し
ま
す
。

ま
た
、
中
学
生
の
英
語
指
導
と
国

際
交
流
を
図
る
た
め
に
、
本
年
度
も

外
国
青
年
招
致
事
業
を
推
進
し
て
参

り
ま
す
。

町
民
総
参
加
の
町
政
推
進

第
五
は
『
町
民
総
参
加
の
町
政
』

を
推
進
し
ま
す
．

町
民
の
か
た
か
た
の
ご
意
見
を
町

政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
広
報
広
聴
活

動
の
充
実
を
図
り
、
地
区
別
に
町
政

懇
談
会
を
鬨
催
し
．
広
く
町
民
の
皆

様
の
声
を
お
聴
き
し
、
町
政
に
反
映

し
て
参
り
ま
す
．

行
政
体
制
を
充
実

第
六
は
『
行
財
政
体
制
の
充
奥
』

を
図
り
ま
す
．

行
政
組
織
機
構
の
見
直
し
を
行
い
、

事
務
事
業
の
効
率
的
な
執
行
と
町
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
．

ま
た
、
町
政
運
営
の
根
幹
を
な
す

財
政
に
つ
い
て
は
．
長
期
的
展
望
に

立
ち
、
計
画
性
に
基
づ
く
安
定
し
た

財
政
の
確
立
に
努
め
ま
す
．



平成４年度予算 歳　　入

四
十
九
億
一
千
万
円

予算は 。住 みよい 町 づく りを進 め る

う えでと て も大切 な もの で す。

町 民の皆 さ んか納 め る税金 はい くら

か、 その 税金は どの よ うに使 われ てい

るの か、 そのあ ら まＬ をグ ラフで 見て

み まし ょう。町 民の 皆さ んの家 計 に密

接 なっ な かり をもつ12 , OO( )人町 民の 家

計簿 です。

平成 ４ 午度の 一般 会 計予算は｡49 億1,

 沿万 円、特 別 会計予 算は 億 593 万

円 に な って い ます。 この うち一般 会 計

分 に ついて平 成 ３年 度と比 較し てみ ま

す と｡6 億２,200 万円 （14.5 ％） の伸 び

とな ってい ます。

町 税 の内 訳

１人当たりでは

入ってくるお金や使わ

れるお金を、町民一一人当

たりで割ってみるとどう

なるでしょう。

(一般会計の場合)

※人口は、平成4 年1 月

１日現在= ll. 人

歳
　
入

町 た ば こ 税 町　　民　　税 固 定 資 産 税

4 , 4 円 26 , 61 第円 31223 円

町　　　　　 債 地 方 交 付 税 軽 自 動 車 税

87 , 462円 148 , 940円 1 , 128円



グラフで見る歳　　出

四
十
九
億
一
千
万
円

特別会計
一般会計当初予算の推

移

歳
出

衛　　生　　費

41 , 85円

土　　木　　費 教　　育　　費 総　　務　　費

52 , 026円 52 , 101円 161 , 円

消　　防　　費 民　　生　　費 公　　債　　費 農林 水産業費

13 , 82円 21 , 482円 25  , 78円 .2 円



正式名称

｢国見町観月台

文化センター」

決まる

［
ふ
る
さ

と
創
生

事
業

］

と
し
て

観

月
台

公
園
内

に
建

設
を

進

め
て

い

る
、
文

化
と
福

祉

の
枚
合
施

設

の
正

式

名
称

選
定

表
彰
式

が
．．．
月
．．．
十
一

目
、
役

場
会

議
室
で

開
か

れ
、

正
式

名

称
は

『
国

見
町
観

月
台

文
化

セ
ン

タ
ー
』

に
決
ま

り
ま

し
た
’「

昨

年

卜
月
卜

五
日

か
ら

・．
か
月

間

行

わ
れ

た
名
称
募

集

に
は
、

二
百

二

十

七
人
の

杵
さ

ん
か

ら
三
ａ

円
卜
件

の
名
矜
提
案
を
い
た
だ
き
、
町
ふ
る

さ
と

、
　
諍
　
ぐ
　４
や
名
称
選
定

委
員
会
か
慎
叺
な
審
査
を
行
い
、
優

秀
作
品
一
点
と
、
佳
作
川
点
を
選
び

ま
し
た
『
．

衣
彰
式
で
は
冨
水
武
夫
町
長
と
佐

藤
利
雄
町
ふ
る
さ
と
創
生
嘔
業
懇
談

会
長
が
あ
い
さ
っ
し
た
あ
と
、
冨
永

町
艮
が
入
避
者

．
人
ひ
と
り
に
賞
状

と
記
念
品
を
噌
り
ま
し
た

名
称
提
案
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

人
選
者
は
次
の
辿
り
で
す
、

（
敬
称
略

）

◇

優
秀

作
品

▽
観
月

台
文

化
セ
ン

タ

ー

阿

部
弘
叉

（
人

木
戸

）
松
浦

守

（
人

木

戸
）

小
野
徳

郎
（
人

木
．尸
）

◇

佳
　

作

▽
観
月

台
カ

ル
チ

’．
１

セ
ン

タ
・
‘

半
澤

修
平

（
人

木
．尸
）
高
唱

優
希

｛
貝

川

｝

▽
観

月
台

ふ
れ

あ

い
セ
ン
タ

ー

ハ

巻

義

行

（

鳥
城

）

阿

部

弘
ｔ

（
人

木
戸

）

▽
国

見
カ

ル
チ

ャ
ー
セ

ン
タ

ー

斎
藤

久
叩
刀
（
福
島

市
）

▽
国

見
町

文
化

セ
ン
タ
↑

小
野

徳
郎

（
人

木

戸
）
松
1
1
1再

が
ｆ

（
貝

川
）
占

川
酉
４
日
ｆ

（
只

川
）
占

川
孝

雄
（
宮

販
）

佐
久
川

宗
平

（
第

ご

新

村
国

夫

（
内

谷
束

）

◇
団

体
表
彰

人

木
戸

小

学
校
、

県
北
中

乍
校

▲賞状と記念品を賢ける入選者の皆さん

福祉事業に

活躍が期待される

福祉バス

か

ね
て
よ

り
時
ら
甲

ま
れ

て

い
た

”福

柚

バ
ス

¨
が

。、。
り
卜
乢

川
、
町

ｎ

へ・
。‘
福
阯
協

議
余

に
納

叺
さ

れ
ま
Ｌ

た
こ

の
柚
阯

。
（

ス
は
、
ア

イ

ボ
リ

ー

の
亟
休

に

プ

ペ
ー
の
ラ
イ

ン

が
入

り
、

乗

り
心
地
の

良

い

。。卜

匕
べ
乗

り
の

中

型

バ
ス
で

、
県

片
川
矼

分
会

を
汕

じ
、
中

火
競
馬

吐
血

福
祉
叶

団

か
ら

の
助
成

と
町
か

ら
の

補
助

を
受

け
、

町
社

会
陥

趾
協

議
会

が
購

人
し

た
ら

の
で
す
。

今
後
、
こ
の
福
祉
パ
疋
の
利
用
・

迎
行
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
内
の
福

祉
団
体
の
福
祉
活
動
や
行
政
機
関
の

業
務
な
ど
に
、
幅
広
い
有
効
利
用
か

期
待
さ
れ
ま
す
。

Ａ槽祉事業に活雷が期待される福祉バス

雇
用
促
進
住
宅
の
設
置
内
定

町
は

か
ね
て

よ
り

労
勘
福
祉

政
策

の

一
環

と
し
て
．

雇
川

促
進
寥
吏

川

が
設
置

運
営
す

る
雇
Ⅲ

促
進
住
七

の

設
置

を
関

係
機

関
に

お
恥

い
し

て
お

り
ま

し

た
か
、
こ

の
度

、
福
島

県
知

乍
よ

り
町

へ
そ

の
設
置
内

定
通

知
μ
‥

の
伝
達

が
あ
り
ま

し
た
．

こ

の
￥

川

促

進
什
宅

は
．
Ｊ
Ａ

福

島
川

見
町

農
協
本

所
の
南

側
、
大

字

藤

川
字

藤
田

二
地
内

、
約

匸

、
．
ご

匸
・
’・平

方
米

の
土

地
に
雇
用

促

進
事

業

団

が
鉄
筋

コ
ン

ク
り
１

卜
造
り

地

Ｌ

Ｉ
階

世
一

楝

ご
．
犬

尸
｛

各
３
Ｄ
Ｋ

｝

の
世
物

を
二

楝
世

設
す
る

も
の
で

、

敷
地
内

に
は
そ

の
他

附
帯
施

設
と

し

て
駐
ボ
場
を
始
め
集
会
所
、
自
転
車

置
場
な
ど
が
設
殿
さ
れ
ま
す
。

今
後
は
、
上
地
所
有
者
の
方
々
の

ご
協
力
を
お
願

い
す
る
と
共
に
、
用

地
の
取
得
岐
び
造
成
に
係
る
業
務
を

福
鳥
地
方
上
地
開
発
公
社
に
委
託
し

造
成
の
Ｌ

、
国
に
引
渡
し
、
平
成
五

叫
暖
に
は
近
代
的
雇
用
促
進
化
宅
が

完
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

完
成
後
は
、
町
内
企
業
で
働
く
杵

さ
ん
を
始
め
近
隣
町
の
動
劣
者
の
方

々
む
入
叫
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
人
口

定
住
化
、
流
入
化
か
図
ら
れ
る
こ
と

に
よ
り
商
店
街
の
活
性
化
な
ど
数
多

い
相
乗
効
果
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

▲加藤県雇用保輳課長から
冨永町長へ内定魯が手渡される

▲雇用促進住宅（モデルハウス）



菊
地
さ
ん
ら
1
1
名
が
勇
退

～
消
防
団
辞
令
交
付
式
～

町
消
防
団
の
辞
令
交
付
式
は
四
月

二
日
、
役
場
会
蹴
室
で
行
わ
れ
ま
し

た
。今

回
は
、
三
十
年
以
上
の
消
防
団

貝
歴
を
有
す
る
菊
地
昭
平
第
二
分
団

長
を
は
じ
め
十
一
名
の
方
々
か
男
退

さ
れ
ま
し
た
。

菊
地
分
団
畏
を
は
じ
め
長
い
間
、

消
防
活
助
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
皆
さ

ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

一

勇
退
さ
れ
た
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）

菊
地
　
昭
平
　

村
上
　
　

一

佐
藤
　
洋
一
　
　

鈴
木
　

薫

菊
地
　
俊
雄
　

熊
坂
　
一
正

八
巻

英
男
　

斎
藤
　
新
作

鈴
木
　
腸
市
　

遠
藤
　
邦
雄

長
谷
川
敏
朗

愛
の
献
血
に
6
1人
が
脇
力

三
月
十
六
日
、
献
血

バ
ス
か
來
町

し
、
国
見
町
農
協
大
枝
支
所
前
な
ど

五
ケ
所
で
献
血
活
動
を
行
い
、
6
1人

の
方
々
（
申
し
込
み
者
は
6
6人
）
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

献
血
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し

た

（
順

不
同

・
敬
称

略
）

Ｏ
印
は
成
分
献
血
協
力
者

○
印
は
円
〇
〇
㎡
協
力
者

で

す

．

《
一
般
》

松
浦
　
幹
男

菊
地

孝
一

斎
藤
　
福
子

○
高
野
　
正
喜

古
川

桂
子

菊
地

芳
昇

○
阿
曽
　
信
一

内
村
処
余
予

栗
原

幸
忠

商
橋
　

力

大
塚

信
子

犬
伏

房
子

斎
藤
セ
ッ
子

佐
藤

直
子

Ｏ
斎
藤
　
規
雉

佐
藤
　
文
子

伊
東

芳
子

高
橋

嚊
笂

斎
藤
　
紀
子

新
井
　
順
子

内
村
　
行
子

高
橋

秋
子

人
内
サ
カ
ヨ

佐
伯

義
昭

堀
江

高
雄

（
Ｊ
Ａ

福

鳥
国
見

町
）

松
浦
新
一
郎

佐
藤
　
長
一

熊
坂
　
チ
ェ

俟
藤
　
俊
子

（
仙
台
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
㈱
国
見
工
鳩
》

佐
藤
　
邦
子

近
江
タ
マ
ノ

大
内

幸
子

蝕
黹

良
子

松
湘
　
（

ル

木
村
　
ナ
オ

村
木
　
公
子

市
山
カ
ッ
エ

《
福
鳥
消
費
組
合
コ
ー
プ
マ
ー
ト
国
見
》

半
沢

京
子

佐
藤

玲
子

○
半
沢
ア
サ
子

高
橋

紀
子

阿
部
　
民
子

○
本
間
　

都

（
福

鳥
信
用

金
庫
国

見

支
店
》

一
．．浦

英

徳

八
巻

栄

作

五
十

石
新

一

阿
郎
　
正
信

○
阿
部

孝
一

《
公
立
藤

田
総

合

病
院
》

○
小
林

幸
夫

《
国
見

町
商
工

会
》

佐
久
間

正
ｍ
刀

占
田
　

卜

工

秦
　

済

］

斎
藤
恵
美
子

○
鑓
水
　
正
春

斎
藤
　
幸
一

《
■

見

町
役
鳩

》

○
武
旧
　

智

菊
地

弘
美

佐
藤

克
成

○
菅
野
　
信
朗

○
占
田
　
義
勝

お
世
話
に

な
り
ま
す

新
町
内
会
長
さ
ん
決
ま
る

町
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
の
パ
イ
プ

役
を
務
め
、
町
の
行
政
の
大
切
な
お

手
伝
い
を
お
願

い
す
る
平
成
四
年
度

の
町
内
会
長
さ
ん
か
決
ま
り
ま
し
た
。

新
し

い
町
内
会
長
さ
ん
に
は
、
四

月
十
日
に
開
か
れ
た
町
内
会
長
連
絡

協
議
会
総
会
の
席
上
、
冨
永
町
長
か

ら
委
嘱
状
か
手
渡
さ
れ
。
向
こ
う
一

年
間
の
お
世
話
を
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平成４年度　国　見　町　町　内　会　長 (敬称略)

町内 会 名 氏　　　　　 名 町内 会名 氏　　　　　 名 町内 会 名 氏　　　　　 名

駅　　 前 曹　 野　 正　 二 山崎 宮舘 三　 瓶　　　 茂 姚　　 ３ 佐　 藤　 昌　 介
錦　　 町 阿　 部　 文　 夬 山崎 沢田 烝　 田　　　 稔 第　　 ４ 石　 川　 博　 義
大 町 南 渡　 辺　 勝　 助 宮　　 前 川　 井　 総 次郎 ,徳 江 北 太　 田　 久　 古
大 町 北 小　 西　 富　 泊 潭宗山 東 麗　 水　 正　 春 第　　 ７ 八　 眷　 三　 郎
本　　 町 樋　 口　　　 馨 源宗山 西 斎　 藤　 政　 之 第　　 ８ 村　 上　 公　 月
富 町it 東 海林　 幸　 郎 源宗山 北 佐　 庫　 幸　 藏 第　　 ９ 建　 田　 正　 敏

宮 町 北 阿　 部　 重　 男 大　　 坂 高　 檎　 米　 造 第　　10 菊　 地　 惣　 助
町　　 東 斎　 藤　 太　 助 山崎 耕 谷 八　 鳥　 建　 七 旃　　11 菊　 地　 善　 助
富　　 東 栗　 原　 光　 雄 小　　 坂 佐　 藤　 元　 － 第　　12 大　 内　 安　 次
鶉　　 町 中　 野　 勝　 樊 太 田 川 佐　 藤　 忠　 攘 貝　　 田 高　 檎　 徳　 平
上　　 野 渋　 谷　 貞　 男 前　　 田 朽　 木　 勝　 夫 光 明 寺 秡　 沢　 太一郎
石毋田 東 高　 野　 恭　 舟 板　　 擒 関　 ＊　　　 東 高　　 城 八　 鳥　　　 宏
石毋田 表 佐　 藤　 貞　 夫 泉.田 上 間　 口　 正　 － ｜大 木 戸 阿　 部　 恒　 夫
石 母田 北 佐 々木　 義　 蔵 泉 田 中 佐　 藤　 喜　 明 山　　 根 谷　 津　 正　 瞬
石 毋田 原 菊　 地　 平　 助 泉 田 下 阿　 部　 栄　 作 原　　 町 佐　 藤　　　 栄
石 毋田 西 佐　 藤　 一　 雄 鳥　　 取 本　 田　 涜　 古 築　　 舘 助　 木　 清　 二
山 崎 北 高　 橋　 久　 蔵 内 谷 西 片　 平　 遣　 男 並　　 柳 佐　 琿　 三　 郎

滝　　 山 古　 田　　　 稔 内 谷 東 熊　 坂　 正　 － 中　　 部 瀬　 戸　　　 孝

山 崎 舘 安　 藤　 政　 治 第　　 １ 佐久 間　 義　 夫 北　　 部 佐　 蘰　 喜 久雄
一山崎 小舘 中　 村　 一　 郎 第　　 ２ 佐久 間　 幸　 雄 川　　 内 佐　 藤　 光　 康



町
職
員
の
人
事
異
動

～
広
報
広
聴
・
交
通
安
全
対
策
・
街
路
灯
管
理
は
総
務
課
で
～

町
職
貝
の
人
事
異
助
が
四
月
一
口‥

付
で
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
行
政
機
構
の
見
直
し
に

併
せ
て
人
事
異
助
か
行
わ
れ
、
農
林

擽
内
に
農
村
整
備
計
画
班
が
新
設
さ

れ
ま
し
た
。

企
画
商
工
踝
の
広
報
広
聴
係
の
廃

止
に
伴
い
、
広
報
広
聴
事
務
は
絶
務

課
文
書
広
報
係
、
統
計
事
務
は
企
画

商
工
牒
商
工
振
興
係
、
ま
た
、
交
通

安
全
対
策
・
街
路
灯
管
理
楽
務
に
つ

き
ま
し
て
は
総
務
課
庶
務
係
が
担
当

い
た
し
ま
す
。

■
退
　
職
　

（
　
）
内
は
旧
任

▽
国
分
次
雄
（
総
務
課
文
書
係
兼
庶

務
係
）

▽
宍
戸
ヤ
イ
（
藤
田
小
学
校
）

▽
木
村
竹
子
（
藤
田
保
育
所
）

▽
大
槻
巌
（
教
育
委
員
会
）

■
新
裸
用
　

（
　
）
内
は
斬
任

▽
斎
藤
忠
一
（
企
画
商
工
課
国
土
調

査
係
）
　

▽
波
辺
和
己
（
総
務
課
庶

務
係
）
　

▽
松
野
曾
子
（
公
民
館
事

業
係
》

■
異
動
お
よ
び
昇
格
（
　
）
内
は
旧
任

▽
水
道
課
長
（
住
民
福
祉
課
妊
）
渡

辺
等
　
▽
教
育
次
長
（
水
道
課
長
）

大
浪
敏
男
　
▽
住
民
福
祉
課
長
（
教

育
次
長
）
高
鳴
弘
信
　
▽
税
務
踝
主

幹
賦
課
係
（
会
計
室
主
幹
）
佐
藤
参

夫
　
▽
公
民
館
主
幹
兼
事
業
係
妊

（
公
民
館
主
任
主
査
壙
事
楽
係
長
）

商
檎
正
夫
　
▽
保
健
課
長
咄
隆
敏
国

保
係
長
（
公
民
館
七
任
上
在
兼
体
膏

係
艮
）
古
川
比
司
　
▽
農
林
課
長
補

佐
兼
農
村
整
備
叶
画
班
長
（
農
林
課

主
任
七
査
兼
農
林
Ｌ
木
係
鍵
）
菊
地

孝
古
　
▽
企
画
商
工
課
長
補
佐
兼
商

工
振
興
係
長
（
企
画
商
工
渫
主
任
ｔ

査
兼
商
工
振
興
係
長
）
吉
田
貞
男

▽
総
務
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
｛
総

務
課
主
任
主
査
兼
庶
務
係
長
｝
佐
藤

則
雄
　

▽
住
民
福
祉
譏
長
補
佐
兼
隔

祉
係
長
（
住
民
福
祉
課
主
任
主
査
兼

福
祉
係
長
）
小
野
智
義
　
▽
建
設
課

長
補
佐
兼
建
設
係
長
（
世
設
牒
れ
任

主
在
兼
建
設
係
長
）
後
藤
澄
雄

▽
公
民
館
長
補
佐
兼
体
育
係
艮
｛
脱

務
課
主
任
ｔ

査
兼
固
定
資
巌
係
長
｝

小
池
芳
男
　
▽
農
林
課
主
任
主
責
兼

農
林
土
木
係
畏
（
保
健
渫
七
任
上
査

液
国
保
係
長
）
八
巻
忠
義
　
▽
脱
務

課
主
任
主
査
兼
固
定
資
産
係
長
（
企

画
商
工
課
主
任
圭
査
兼
広
報
広
聴
係

長
）
奥
山
隆
夫
　
▽
会
計
室
主
任
七

査
（
議
会
事
務
局
主
任
主
査
）
谷
津

美
代
子
　
▽
藤
田
幼
稚
園
耶
問
教
諭

（
森
江
野
幼
稚
園
専
川
教
諭
）
田
中

陽
子
　

▽
企
画
商
工
課
商
工
扱
興
係

（
脱
務
課
賦
課
係
）
八
巻
秋
夫

▽
総
務
課
文
書
広
報
係
（
企
肉
商
工

課
広
報
広
聴
係
）
小
西
春
彦
　
▽
議

会
事
務
局
（
会
計
室
）
菊
地
富
子

▽
農
林
踝
農
村
雛
備
計
叫
班
（
企
画

商
匚
課
国
Ｌ
調
査
係
）
蓬
田
英
右

▽
政
江
野
幼
碓
園
（
藤
川
幼
稚
園
）

斎
藤
ア
イ
子
　
▽
藤
川
保
育
所
（
藤

田
幼
稚
園
）
古
川
和
子
　

▽
藤
川
保

育
所
（
藤
川
幼
稚
園
）
倉
川
巾
処
ｆ

▽
公
民
館
巾
業
係
（
税
務
課
賦
屎
保
）

佐
久
間
茂
　

▽
税
務
課
賦
課
係
（
公

民
館
事
業
係
）
佐
藤
光
男
　
▽
農
林

課
農
付
幣
廁
計
画
班
｛
農
業
委
員
会

事
務
局
ｙ

羽
根
洋

．

▽
藤
田
幼
碓

園
（
藤
川
保
育
所
）
阿
部
正
子

教
職
員
の
人
事
異
動

（
　

）内

は
川

任

■
退
　
職

▽
浅
野
榮
（
小
坂
小
校
長
）

▽
小
野
徳
郎
（
大
木
戸
小
校
妊
）

▽
竹
川
弘
（
県
北
中
校
妊
）

▽
遠
藤
常
雄
（
藤
川
小
教
頭
）

▽
市
川
多
門
（
藤
川
小
ｙ

▽
池
田
君
子
（
藤
川
小
ｙ

▽
佐
藤
牧
衛
（
森
江
野
小
）

▽
石
川
久
笑
ｆ
（
藤
田
小
）

▽
鈴
木
英
雄
（
森
江
野
小
）

▽
妊
谷
部
の
ぞ
み
（
県
北
中
）

■
転
　
出

▽
梁
川
町
立
梁
川
小
校
艮
（
森
江
野

小
校
艮
）
川
ｈ
重
明
　
▽
保
原
町
立

保
原
小

《
小
坂
小
）
渡
辺
八
千
代

▽
福
大
附
属
養
護
学
校
｛
蒔
田
小
｝

大
竹
秀
男
　
▽
福
大
大
学
院
（
藤
田

小
）
上
田
和
雄
　
▽
西
会
津
町
立
尾

野
本
小
（
藤
田
小
）
長
谷
川
潤
子

▽
梁
川
町
立
山
舟
生
小
（
大
木
戸
小
）

古
田
清
美
　
▽
会
津
若
松
市
立
双
腸

小
（
人
木
戸
小
）
鈴
木
淳
　
▽
梁
川

町
立
梁
川
中
（
県
北
中
）
膏
野
幸
夫

▽
霊
山
町
立
言
山
中
（
県
北
中
）
坂

田
篤
彦
　

▽
保
原
町
立
桃
陵
中
（
県

北
中
）
蓬
田
ひ
ろ
子
　
▽
岩
代
町
立

田
沢
小
（
町
教
育
委
貝
会
）
大
槻
巌

■
転
　
入

▽
小
坂
小
校
長
（
県
教
膏
庁
文
化
課
）

渡
郎
正
俊
　

▽
廠
江
野
小
校
長
（
梁

川
町
立
富
野
小
）
伊
勢
文
朗
　

▽
大

木
戸
小
校
長
（
月
舘
町
立
月
舘
小
）

久
米
光
勇
　

▽
県
北
中
校
長
（
県
教

育
庁
県
北
教
育
事
務
所
）
斎
藤
一
哉

▽
藤
田
小
教
頭
（
梁
川
町
立
山
舟
生

小
）
佐
藤
洋
一
　
▽
小
坂
小
（
福
島

市
立
大
波
小
）
斎
藤
千
鶴
子
　
▽
藤

田
小
（
福
大
附
属
芙
護
学
校
）
鶴
巻

正
１
　
▽
藤
田
小
（
保
原
町
立
柱
沢

小
）
小
野
剛
　
▽
藤
田
小
（
郡
山
市

立
田
母
神
小
）
小
川
ゆ
か
り
　
▽
森

江
野
小
（
欠
祭
町
立
東
舘
小
）
佐
藤

啓
　
▽
森
江
野
小
（
い
わ
き
市
立
郷

ヶ
丘
小
）
拠
山
俊
之
　
▽
大
木
戸
小

（
福
島
市
立
平
野
小
）
山
内
雄
和

▽
大
木
戸
小
（
霊
山
町
立
泉
原
小
）

鶴
野
里
江
子
　
▽
県
北
中
（
北
塩
原

村
立
裏
磐
梯
中
）
大
橋
誠
寿
　
▽
県

北
中
（
い
わ
き
市
立
上
遠
野
中
）
舟

山
正
博
　
▽
県
北
中
（
相
馬
市
立
飯

豐
小
）
杉
山
忠
彦
　
▽
県
北
中
（
原

町
市
立
原
町
一
中
）
安
斎
雅
久

▽
町
教
育
委
員
会
（
保
原
町
立
上
保

原
小
）
古
宮
睦
男
　
▽
町
教
膏
委
員

会
（
県
文
化
セ
ン
タ
ー
）
木
本
元
治

大
木
戸
駐
在
所
に

大
平
巡
査
部
長
が
着
任

桑
折
警
察
署
大
木
戸
駐
在
所
に
、

二
月
三
十
一
日
付
で
大
平
健
太
郎
巡

査
部
長
か
着
任
し
ま
し
た
。

大
平
巡
査
部
長
は
保
原
警
察
署
か

ら
の
転
任
で
、
大
木
戸
地
区
・
西
大

枝
地
区
・
川
内
地
区
を
担
当
し
ま
す

の
で
、
地
区
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

Ａ教職輿着任式（４月３日）

大平巡重部長



国見町職員組織表

夫英田蓬長胄教美正内大役人収雄忠鳥八役助夫武永冨長町

名課 長課
び
佐

及
補

幹
長

主
課

名係 長係 係

課務総 健波大 雄則藹吃

務
　

政

槻広枩

庶
　

財

文

雄
　

江

子

則
　

俊

正

藤
　

Ⅲ

妻

佐
　

古

吾

己和辺渡織香津大美噐菊

俘斎

江よ

夫

朗

彦

き

英

信

春

田

浦

野

西

松

松

菅

小

課務暁 久田山 夫舂藤佐

課

産

収

資定

賦

圃

徼

夫

夫

子ヤ

吉

隆

ア

田

山

辺

吉

奥

渡

男

寿

光

浩

一

戸

１

宍

江

子

正

友

京

田

田

沼

武

武

飯

課健保 復申浦松 司比‐１１古
生

保

衛鮭保

国

夫

司

幹

比

田

川

武

古

子恭田篷

子

子

卜

文

サ

原

波

曹

大

夫

子

和

成

蒔

野

佐

中

課祉褊民住 信弘嬌高
子

義

喞

臂

跡

野

吃

小

民

祉

金

住

福

缶
」

子

義

子

京

如
回
申

浦

野

藤

松

小

佐

子起由

Ｚ沢黒

子重

子

八

浩

林

蕕

海

隋

東

江

裕

枝

幸

正

利

喋

田

田

安

武

中

所冑保
子英野

長所

天
子絹口＊

子美由田翕子邦

子

田

啓

古

谷渋

子代

子

加

和

藤

田

接

古

課林農 治‘貝野佐 古孝地菊

無

木

班鹵

搬

土

計備

林

林

壑村

農

農

農

弘

義

古

政

忠

孝

藤

巻

地

佐

八

菊

一舷野佐

功

弘康

野

谷

佐

渋

一

則

健

一

由

Ｅ

津

地

村

眼

引
　

羽

子

子

篶

右

慶

登

英

田

藤

田

武

隋

篷

会

局

員委

務

裏農

事 二研砂

長局

井
一光藤佐

Ｊ設建 治捷木鈴 雄澄藤険

般

理

岬螫市

建

警

郎

誰

洋

‐．二

澄

和

博

藤

谷

田

後

渋

安

平幸上村Ｊ正郎阿正間久佐子

一

勝

恵

昭

義

田

浦

田

吉

松

吉

課工商画企 治弘竹佐 男貞田吉

螫

興

査

綢

振

綢

画

Ｔ
・

土

企

商

国

誰

男

椪

英

貞

孝

鳥

田

野

八

吉

中 一忠藤豪司

瞋

利

孝

克

弘

田

一
　
蕕

很

｀

ｔ

１

孝

夫

夫

秋

富

藤

巻

津

佐

八

谷

課這水下 治善田須 道水ド 正郎阿 ー遣派槨０也哲木鈴正喜蘓遠

室針会 納出 岬田武 Ｅ″谷

闘務事会議
夫孝山

長卜
｀
古

子…

徇
″

退水 等辺渡
務

設

裏

施

明

二

瑣

軒

閥

藤

久佐

佐 斎坂赤

子工

男

ミ

光

山

蘰

中

佐

会

局

員委

務

冑教

事 劣

¨`
＾
敏

次

浪

″

大
治元本木

宵

宵

当

’

こ

校

会

とｆ

学

社

文

雄

男

男

輝

信

睦

Ⅲ

藤

富

古

安

古

子輊地菊子

良

幸蕕

地

佐

引

館民公
憲Ｊ日

｀
・

夫

男

正

芳

嗅

池

高

小

業

育

事

体

夫

男

正

芳

檎

池

高

小

子言野松茂閥久佐手技美春八

校 （圍） 名 �校 （ｌ ） 長 �教　　　　 頸

小 坂 小 掌 校 �渡 部 正 俊 �渡 辺 博 志

藤 田 小 掌 校 �鳥 腹 順 一 �佐 藤 洋 一 �高子 宏子

森江野小学 校 �伊 勢 文 朗 �松 浦 恭 夫

大 木戸小学 校 �久 米 光 勇 �緑 川　　 透

大 技 小 辛 校 �大 槻　　 太 �川 崎 勝 広

県 北 中 辛 校 �斎 藤 一 哉 �菅 野　　 武 �佐竹 朝子　　 和泉喜久夫

藤 田 幼 稚 園 �畠 腹 順 一 �佐 藤 津 一 �田中 陽子　　 紺野かず子　　 阿部 正子　　　　　 ‘.゚ .

森江野幼稚園 �伊 勢 文 朗 �松 浦 恭 夬 �斎藤アィ子　　 古内　君恵
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/31対策本部
設　　置

防
霜
対
策
に

ご
協
力
を
！

町
で
は
果
樹
な
ど
の
農
作
物
を
凍

霜
か
ら
守
る
た
め
、
町
の
関
係
農
業

団
体
で
国
見
町
防
霜
対
策
本
郎
を
、

四
月
七
日
に
設
置
し
ま
し
た
。

霜
が
降
り
る
恐
れ
か
あ
る
場
合
は
、

本
部
か
ら
広
報
車
、
有
線
放
送
で
広

報
い
た
し
ま
す
か
。
深
夜
に
わ
た
る

場
合
か
多
く
ご
迷
惑
か
と
思

い
ま
す

か
。
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

な
お
、
降
霜
の
時
は
タ
イ
ヤ
な
ど
を

燃
焼
す
る
た
め
、
黒
煙
か
町
全
体
に

広
が
る
恐
れ
か
あ
り
ま
す
の
で
、
翌

朝
の
洗
濯
物
な
ど
に
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

凍
霜
の
被
害
を
最
少
限
に
す
る
た

め
、
町
民
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
農
林
踝
農
林
振
興
係

魯
6
2
1
1
1
　

内
線
２
３
２

募

集

ふ

く

し

ま

国

体

マ

ス

コ

ッ

ト

愛

称

平
成
七
年
に
第
5
0回
岡
民
体
育
大

会
か
。
テ
ー
マ
『
ふ
く
し
ま
国
体
』
、

ス
ロ
ー
ガ
ン
「
友
よ
　
ほ
ん
と
う
の

空
に
　
と
べ
／・
」
の
も
と
に
、
隔
島

県
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
『
ふ
く
し
ま
飼
体
』
マ
ス
コ

ッ
ト
の
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

◇
応
募
資
格

飼
人
・
グ
ル
ー
プ
・
団
体
な
ど
特

に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
．

◇
応
募
方
法

Ⅲ

は
が
き

１
枚

に
つ
き

愛
称

１
点
と

し
ま
す

．

０

一
人
何

点
で
も

応
募

で
き

ま
す
か

、

自

作

・
未
発

表
の
も

の
に

限
り
ま

す

．

闍
住

所
、

氏
名

（
ふ
り

か
な

）、
年
齢
．

性
別

、
職

楽
、

勤
務
先

｛
在

学
者

は

学
校
名

、

学
年
｝、
電

話
番
９

を

必
ず

記
入

し
て
く

だ
さ

い
．

◇
募
集
期
間

平
成
４
年
４
月
！
日
１
４
月
3
0日

（
当
日

消
印

有
効

）

◇
審
査
・
決
定
等

第
5
0回
国
体
福
島
県
準
備
委
八
会

に
お
い
て
決
定
し
ま
す
．

◇
ほ
う
賞

●
最
僵
秀
作
…
１
点
、
賞
状
及
び
副

賞
旧
万
円

一
佳
　

作
１
３
点
、
賞
状
及
び
剛

賞
３
万
円

■
送
り
先
・
問
い
合
わ
せ

辱
蜘
柵
島
市
杉
妻
町
５
番
7
5号

福
島
県
国
体
励
総
務
課

・
ｌ
咄
7
5
3
8

労

働

保

険

年

度

更

新

は

お

す

み

で

す

か

？

平
成
四
年
贋
の
労
働
保
険
の
年
慶

更
新
を
す
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
．

四
月
初
め
に
福
島
労
働
基
準
局
、

ま
た
福
島
県
雇
用
保
険
課
か
ら
送
付

さ
れ
る
申
告
書
用
紙
と
記
入
要
餌
を

よ
く
お
読
み
い
た
だ
い
て
．
５
月
1
5

日
ま
で
に
最
寄
り
の
金
融
機
関
、
郵

便
吋
、
労
働
基
準
監
督
署
、
福
島
労

働
基
準
局
ま
た
は
県
雇
用
保
険
踝
に

お
い
て
手
続
き
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お

噸
い
し
ま
す
．

ま
た
、
期
口
ま
で
に
申
告
で
き
る

よ
う
賃
金
台
帳
等
を
整
備
し
て
お
か

れ
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
．

■
間
い
合
わ
せ

・
福
島
労
働
基
準
局

一

９
1
1
1
1

・
福
島
県
商
工
労
働
部

Ｉ
剛
1
1
1
1

詠
進
歌
を
募
集

歌
　
会
　
始

宮
内
庁
で

は
平
成
五
年
歌
会
始
の

お
胆
及
び
詠
進
歌
の
詠
進
要
領
を
次

の
と
お
り
発
表
し
ま
し
た
。

◇
歌
会
始
の
お
題

「

空

」

◇
詠
進
要
領

Ⅲ
自
作
の
歌
で
一
人

】
首
と
し
、
未

発
表
の
も
の
。

口
用
紙
は
半
紙
（
和
紙
）
と
し
、
毛

冢
で
自
書
す
る
。

ぶ
病
気
な
ど
に
よ
り
自
書
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
は
、
他
人
か
代

筆
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん

か
、
そ
の
場
合
は
、
別
紙
に
代
筆

の
理
由
、
代
筆
者
の
住
所
及
び
氏

名
を
書
い
て
詠
進
歌
に
添
え
る
。

視
覚
障
害
の
方
は
。
点
字
で
詠
進

し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

Ⅲ
書
式
は
半
紙
を
横
長
に
用
い
、
右

半
分
に
お
題
と
歌
、
左
半
分
に
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
。
生
年
月

日
及
び
職
業
（
な
る
べ
く
具
体
的

に
）
を
縦
書
き
で
番
い
て
く
だ
さ

い
。

◇
詠
遣
期
限

平
成
４
年
９
月
3
0日
（
郵
送
の
場

合
は
、
当
日
消
印
有
効
）

■
送
り
先

尋
勁
東
京
都
千
代
田
区
千
代
田
一

番
一
号

宮
内
庁

封
筒
に
『
詠
進
歌
』
と
書
き
添
え

て
く
だ
さ
い
。

4
/
1
0
～

5
/
9

山
火
事
防
止

強

調

月

間

春
の

乾
燥

期
を

迎
え
、

野
も

山
も

火
災
か

発
生

し
や
す

い
状
況

に
な

っ

て

い
ま

す
．

ま

た
、
こ

の
時
期

は
山
菜
探

り

や

渓

流
釣

り
な

ど
の
行
楽
・・／
Ｉ

ズ
ン

と

重

な
り

、
山

火
事
の

多
殖
期

と
な
『

て

い
ま
す

．

今
年

も
四
月

十
日

か
ら
五
月

九
日

ま

で
を

『
山
火

事
防

止
強
調

月
間

』

と
定

め
、
山
火

事
防

止
パ

レ
ー
ド
な

ど
を
展

開
し
ま

す
．

野
や

山
に
入

る
方

は
．
マ
ナ

ー
を

守
『

て
次

の
点

に
注
意

し
ま
し

ょ
う

．

０

タ

バ
コ

の
投

げ
捨

て
は
し

な

い
．

０

タ

バ
コ

の
吸

い

が
ら
は

必
ず
消
し

○
た
き
火

の
後

は
完

全
に
消
し

ま
し

お

し

ら

せ



緑
の
羽
根
募
金
運
動

み
ん

な
の
力
で

豊
か
な
森
林
を

育

て

ま

し

ょ

う

長
か
っ
た
冬
も
終
わ
り
、
若
葉
が

芽
吹
く
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
茶
色

一
色
で
あ

り
た
景
色
が
。
少
し
ず
つ

緑
色
に
変
わ
っ
て

い
き
ま
す
。
生
命

の
息
吹
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
て
く
れ

る
季
節
で
す
。

こ
の
『
桜
前
線
』
な
ら
ぬ
『
緑
前

線
』
の
北
上
に
合
わ
せ
て
、
硯
在
、

街
頭
を
は
匕
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
所
で

縁
の
羽
根
募
金
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
．

も
う
募
金
は
さ
れ
ま
し
た
か
？

緑
の
羽
根
募
金
に
寄
せ
ら
れ
た
告

さ
ん
の
募
金
（
浄
財
と
い
い
ま
す
）

は
、
集
め
ら
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
地
城

の
緑
化
活
動
に
使
わ
れ
ま
す
．

ち
よ
り
と
周
囲
に
目
を
や
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
．
校
庭
の
緑
、
公
園
の

緑
、
道
路
沿
い
に
植
え
ら
れ
た
木
々

の
緑
…
…
．
わ
た
し
た
ち
の
心
を
和

ま
せ
て
く
れ
る
こ
れ
ら
の
緑
の
多
く

は
、
緑
の
羽
根
募
金
に
よ
っ
て
集
め

ら
れ
た
も
の
で
す
．

浄
財
は
、
こ
の
よ
う
な
植
樹
を
は

し

め
と
す
る
岡
土
緑
化
に
使
わ
れ
る

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
．
緑
を
大
切

に
し
よ
う
と
い
う

”
緑
化
意
識
”
を

皆
さ
ん
に
も
っ
て
も
ら
う
た
め
の
普

及
・
啓
発
事
業
な
ど
に
も
使
わ
れ
て

い
ま
す
．

そ
の
一
つ
に
、
緑
の
少
年
団
員
の

育
成
か
あ
り
ま
す
．
街
頭
で
募
金
を

呼
び
か
け
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
多

く
は
、
こ
の
緑
の
少
年
団
の
メ
ン
バ

ー
で
す
．
緑
の
少
年
団
は
．
子
ど
も

た
ち
の
自
主
的
な
団
体
で
す
．
そ
の

活
動
目
的
は
、
縁
と
の
ふ
れ
あ
い
を

通
し
て
．
緑
を
愛
し
、
守
り
、
宵
て

る
心
を
養
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
．

森
林
を
守
り
育
て
、
こ
れ
か
ら
の

世
代
に
残
し
て
い
く
の
は
．
わ
た
し

た
ち
の
務
め
で
す
．
二
十
‐
.
.
世
紀
の

森
林
づ
く
り
の
た
め
に
、
わ
た
し
た

ち
一
人
一
人
か
森
林
を
自
分
の
も
の

と
し
て
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、

可
能
な
方
法
で
、
森
林
づ
く
り
に
参

加
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
．

あ
な
た
の
気
持
ち
を
．
こ
の
緑
の

羽
根
募
金
に
託
し
て
く
だ
さ
い
．
そ

し
て
、
み
ん
な
の
力
で
豊
か
な
森
林

を
膏
て
ま
し
ょ
う
／
・

募
集自

衛

官
（
女
子
）

自
衛
隊
で
は
。
平
成
四
年
度
第
一

次
自
衛
宵
（
２
等
睦
・
海
・
空
士
）

採
用
試
験
（
女
子
）
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。

◇
募
集
期
限

平
成
４
年
５
月
3
1日
ま
で

◇
試
験
期
日

平
成

４
年
６

月
７

日
（
日
）

◇
試
験
会
場

郡
山
市
大
槻
町
長
右
工
門
林

―

陛
上
自
衛
隊
郡
山
駐
屯
地

◇
試
験
種
目

・
筆
記
試
験
・
口
述
試
験
・
身
体
検

査
■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
鳥
市
須
川
町
５
の
５

自
衛
隊
鴎
島
募
集
案
内
所

韲
鼎
5
5
2
9

戸籍の窓口
(３月受付分)

出生おめでとうございます

子 の 名　 保護者　　町内会

友紀子(ゆ き こ)古内 満喜 町　 東

駿( し ゅ ん)伊藤 一紀 第　 三

結婚おめでとうございます

氏　　 名

高 橘　　 捻

後 藤　　 恵

吉 田 喜 畊

夫 戸 和 子

原 田 一 宜

冨 永 晃 子

藤 田 一 則

鴨 田 美 由 紀

八 鳥 健 司

遠 藤 美 紀 子

阿 郎 繁 雄

ルパンコアルバ･ マリアジナリン

町内会

山 崎 北

福 鳥 市

第　 二

糲 鳥 市

梁 川 町

錦　 町

石母田東

内 谷 西

脇 鳥 市

前　 田

石母田北

74リビン

おくやみ申し上げます

氏　　 名　　　年齢　　 町内会

斎 藤 孝 一　　56　　 只　 田

佐久間 ヱ　ツ　　94　　 第　 二

氏 田　／丶　キ　　74　　 町　 東
小 西 径 子　　85　　 大町 南

佐 藤　ヨシコ　　66　　 徳 江 北
佐 藤 ハ ル　　88　　 小　 坂

人 口 と 世 帯

４月１日墳在(前月比)３月中のうごき

人
　
　

口

･男5 人(  十 10 )

一女6  靆 7 ｰ人(  十 8  )

一針ll,929 人(  十 )

世帯数2  , 9 戸（＋1 ）

転 入80 人

転 出58 人

出　生　２人

死 亡　６人

心配ごと相談日
場 所 ：役 場 二階 相談 室 （東偉人口からお入り下さい）

時 間： ９畤 ～12 時

こまったことや、相談ごとがありましたら、

お気軽 にご相談下さい。 秘密は絶 対に守ります。

〔相 談 員〕

４月24 日 (金）後藤　 －・簗瀬 貞子

５月６日（水）高橋藤右工門・高野時子
５月15日（金）高橋 隆雄・高橋 恵子

４月　卯月（うづき）

18 日 (土）発明の日

20 日 (月）切手趣味週間

穀 雨

23日（木）みどりの週間

日 ( 木）みどりの日

５月　皐月（さつき）

１日 （金 ）憲 法週 間

３日 （日）憲 法配念 日

５ 日 （火）こ ど もの日

立 夏

８ 日（金 ）゙世 界赤十 字デ ー

0 日 ( 日 ) 愛鳥 週 間

こよみ



公
民
館
だ
よ
り

国 見 町 公 民 館

08 5  ｰ 2 6 7

（有)  4  ｰ  5  0

平
成
四
年
度

公
民
館
運
営
方
針
と
努
力
事
項

公
民
館
は
、
生
涯
学
習
の
中
心
拠

点
と
し
て
、
時
代
的
な
要
請
を
深
く

認
識
し
な
が
ら
、
町
民

】
人
ひ
と
り

か
生
涯
を
通
じ
て
生
き
が
い
の
あ
る
豊

か
な
人
生
を
創
造
し
、
主
体
的
な
生

き
方
が
で
き
る
よ
う
平
成
四
年
度
国

見
町
教
育
委
員
会
貫
点
施
策
に
基
づ

き
、
公
民
館
運
営
方
針
と
努
力
目
標

を
次
の
よ
う
に
設
定
し
ま
し
た
。

運
曾
方
針

一
人
と
の
出
会

い
、
人
と
の
ふ
れ
あ

い
。
人
と
地
城
と
の
ふ
れ
あ
い
、

人
と
学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
の
結
び
つ

き
を
大
切
に
し
ま
す
。

二
職
員
の
英
知
と
情
熱
を
結
集
し
て

魅
力
あ
る
公
民
館
活
動
を
推
進
し

ま
す
。

三
常
に
町
民
の
ニ
ー
ズ
や
個
人
意
見

に
も
耳
を
傾
け
。
弾
力
的
な
運
営

に
努
め
ま
す
。

四
学
習
者
の
主
体
的
活
動
を
推
進
し

ま
す
。

主
な
努
力
目
楾

山
生
涯
学
習
の
推
進

○
地
域
の
学
習
活
動
を
推
進
し
ま

彳
’

○
生
涯
学
習
の
中
心
拠
点
施
設
を

整
備
し
ま
す
。

閙
青
少
年
の
健
全
育
成

○
学
校
五
日
制
の
実
施
に
向
け
た

少
年
対
象
事
業
を
拡
充
し
ま
す
。

０
青
年
ふ
れ
あ
い
活
動
を
促
進
し

ま
す
。

闍
公
民
館
活
動
の
振
興

○
子
育
て
教
室
に
夜
間
部
を
開
設

し
、
家
庭
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

○
高
令
者
の
学
習
活
動
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

０
創
造
、
創
作
活
動
を
推
逃
し
ま

す
。

○
異
世
代
間
の
交
流
を
促
進
し
ま

す
。

Ⅲ
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興

○
少
年
対
象
の
新
し

い
ス
ポ
ー
ツ

を
普
及
し
ま
す
。

○
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
主
体
的
活
動

を
助
畏
す
る
た
め
、
指
導
者
に

研
修
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

○
仮
称
徳
江
運
動
場
の
供
用
を
鬨

始
し
。
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
場
を

提
供
し
ま
す
。

公
民
館
職
員
の

人

事

異

動

平
成
四
年
四
月
一
日
付
で
公
民
館

職
貝
か
次
の
と
お
り
．
異
動
い
た
し

ま
し
た
．

（
　

）
内

は
旧
任

○
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

掏
蚰
緤
畏
梢
佐
瀬
匯
保
係
長

古
川
比
司
【
体
育
係
長
】

税
務
踝
賦
課
係

佐
藤
光
男
（
事
楽
係
）

○
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

館
長

補
佐
簾

体
育

係
長

小
池

芳
男

｛
固

定
資
産

係
長
｝

事
業

係

佐

久
間
茂

｛
賦

牒
係
｝

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
人
し
ま
し
ょ
う

こ
の
保
険
は
、
ス
ポ
ー
ツ
お
よ
び

社
会
教
育
活
動
に
伴
う
事
故
の
姉
償

を
行

り
て
、
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
や

指
導
者
の
方
々
か
安
心
し
て
活
動
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
般
け
ら
れ
た

も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ズ
ン
に

入
り
ま
す
。
万
一
の
事
故
に
備
え
て

こ
の
保
険
に
加
入
し
、
安
心
し
て
活

助
に
専
念
し
ま
し
ょ
う
。

加
入
は
、
い
っ
で
も
で
き
ま
す
か

早
め
に
申
し
込
み
さ
れ
た
方
が
よ
い
で

し
ょ
う
。
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
の

お
間
合
わ
せ
お
よ
び
加
入
申
込
み
は

町
公
民
館
へ
ど
う
ぞ
。

ペ　タ　ン　 ク　教　室
ペタン クは、フランスで始められた簡単でおもしろい

断しいスポーツです。特に中・高年の方にお勧めします。
１。主 催　国見町公民館
２．と　き　％團開講 ％伽 ％｛木》 匈ａ ｝ 延４回

えM9:oo  ～
ｎ:30 最終日に大会を開きます

３．ところ　国見町公民館広鳩
４．指導者　粛藤 正美様

５．対象者　初心者、老若男女どなたでも
６．受講料 無　料
７．申込み　５月２日まで（電話可）

家庭バレ ーボール教室
Ｉ。主 催　国見町公民館

２．と　き　４月26日（日）S13:00 ～
3. ところ　町民体育館

４．内 容 理論と実際

５．指導者　北鳥誠捧先生
６．対象者　町民及び在勤者
７．受講料 無 料

８．申込み　j1月20日まで（電話可）

毋と子のミルク

ファイバーライス料理教室

ミルクファイバーライスは、学校給食にも

使用され、こどもにはすでにおなじみの米・

麦・ ミルクで炊いた麦ごはんです。

ミルクのカルシュウムと麦の食物幽泌 が溶

け合って。栄養バランスに優れております。

一度お試しください。

ｌ。主　 催 国見町公民館、香川栄養学園

２．日　 時　 ５月17日（日)  9 ：３０

３．場　 所 国兄町公民館

４．対 象 者　小・中幸生とその母親15 組

５．メニュー　主菜は、米・変をミルクで炊

いた変ごはん。剛菜は、旬のた

けのこ料理。おやっは焼菓子。

６．経　 費 無　 料

７．申 込 み　５月10日まで（電話可）



会　員　募　集
国見MV  C  (  9 人制ママさんバレ ーポ ール）

いっしょに 楽しみながら

シェ イプ アップしましょう

・練 習　日　毎週日曜日 躅7:30 ～9:30
・塲　　 所 国見動労者体育センター
・問い合わせ　奥 山へ 魯８５－3079

寄
贈
図
書

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

○
中
国
仏
教
の
旅
他
　
　

十
五
冊

山
崎
　
　
　
　
　
　
　

匿

名

行事予定表

月 �日 �曜 �　

４ �15�

水 �・子ども移動図書館運営委員会

�17�金 �・自然ふれあい教室（三春方面）

�26�日 �・家庭バレーポール教室

�30�木 �・あつかし学級聞講式

５ �

７ �木

１ �

・ペ タンク教童開講

���・子育て教室オリエンテーション

�８�　

１

金 �
・くにみ女性教室闘講式

���・成人掌級開講式

�12�火 �・あつかし学級グループ活動（書道開講）

�13�水 �・あつかし学級（交通安全教室・奉仕作巣）

�14�木 �・ペ タンク教童

備.,-J

平成４年度　教　室・学　級　生　募　集

生涯学習 でう るおいのある人生 を送り ましょう

子
　
育
　
て
　
教

童

女

性

教

室

１

１
成

人

学

級

阿

津

實

志

学

級
｀

区分 趣　　　　　　　　　　 旨 �内　　　　　　　　　　　　　 容 �対　　 象 �申 込 み

幼児期の家庭教育の重要性 を自覚

し、その知識や心構え、技術など

を掌習する。 �

ｏ 学習期間　平成４年５月～平成５年２月

○ 学習内容 幼児教青の基本と心構え、絵
＊ ・童話の選び方・水避び・

遠足・食べものと健康・おも

ちやづくり・育児アラカルト
○ 学習時間　

昼間部　毎月第２．４金曜日　　　　　

人加9:00 ～n:00 延18回　
夜間部　毎月第２土l瞿日　　　　　

刪7:34) ～9:30 延10回
○ おやつ代　1.0 円( 民間郎のみ) �

２～４歳児を

もつ母観及び

祖父母

定員各20名 �

４月24日まで

(竃脂可)

女性としてより豊かに生きるため

に教餐を高め、趣味を広げ、仲間

との親睦を深める。 �

○ 学習期間　平成４年５月～平成Ｓ￥２月
○ 掌17内容 現代女性の生き方．健康管理

時事問題・鰹味・スポーツ・
旅行・グループ活動など

○ 学習時間　水曜日を中心に年間16回　　
嗔９：３心～11 : 300

教室運営費　S00 円 �

町内に居住す

る女性 �

４月24日まで

(電話可)

現代社会に対応できる知畿や技能

などを学習し．心豊かに生きがい

のある生活を送れるようにする。 �

○ 学習期間　平成４年５月～平成５年２月
○ 学習内容 一般教養・郷土史・国際情勢

町政・地敏づくり・年金・健
摩警理・趣味・旅行・クルー
プ活助など

○掌習時間　水・金曜日を中心に年間29回

囹１
：３４)～３：３０

０ 辛級運営費　1  .58円 �

町内に居住す

る成人男女 �

４月24日まで

(電話可)

高齢化社会に適応した生き方を自

覚し．教養やき昧 を高めて、心豊

かで充実した生活を送れるように

する。 �

○ 学習期間 平成４年４月～平成５年２月
○ 学習内容 一般教餐・健康管理・ スポー

ツ・音楽鑑賞・郷土史・町政
時事問題・異世代との交流・

交通安全・旅行・グループ活
助など

○ 学習時閥 λよ19 :30～11 : 00年間54回
○ 学級運営費　5(X)円 �

町内に居住す

る60歳以上の

男女 �

随　　　 時

※詳しいことは、お気畦l二公民館にお問い合わせください。



後
継
者
媒
酌
人
に

感
　
謝
　
状

後
継
者
結
婚
媒
酌
人
に
対
す
る
感

謝
状
の
贈
呈
式
は
三
月
十
九
日
、
町

陥
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
感
謝
状
を
受
け
た
の
は
、

一
般
後
継
者
媒
酌
人
と
し
て
尽
力
さ

れ
た
吉
田
博
さ
ん
（
森
山
字
熊
野
的

四
の
五
）
ら
二
十
三
人
、
ま
た
、
農

業
後
椎
者
媒
酌
人
と
し
て
尽
力
さ
れ

た
後
藤
利
一
さ
ん
（
藤
田
字
一
丁
田

三
、
一
円
の

Ｉ
〇
）
ら
九
人
で
、
そ

れ
ぞ
れ
町
の
花
嫁
。
後
継
者
不
足
解

消
に
功
績
の
あ
っ
た
皆
さ
ん
で
す
。

町
で
は
、
豊
か
で
住
み
よ
い
活
力

あ
ふ
れ
る
町
づ
く
り
の
担

い
手
確
保

と
し
て
、
ま
た
。
こ
れ
か
ら
の
町
づ

く
り
に
若
い
創
意
と
工
夫
を
生
か
し

町
の
発
展
を
目
指
す
た
め
に
「
国
見

町
後
継
杏
対
策
協
議
会
」
を
組
織
し
、

媒
酌
人
報
償
金
制
塵
を
設
け
、
後
継

者
不
足
の
解
消
に
取
り
組
ん
で
お
り
。

こ
れ
ま
で
に
多
く
の
新
し
い
力

。
プ

ル
が
誕
生
し
ま
し
た
１

小
・
中
学
生
が

町
議
会
を
傍
聴

町
内
四
小
学
校
と
県
北
中
の
児
童
・

生
徒
卜
人
の
皆
さ
ん
は
三
月
十
一
日
、

三
月
定
例
離
会
初
日
の
様
子
を
傍
聴

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

か
、
町
政
や
議
会
の
仕
組
み
を
知
っ

て
も
ら
お
う
と
初
め
て
実
施
し
た
む

の
で
、
傍
聴
し
た
皆
さ
ん
は
冨
永
町

長
の
提
案
理
由
説
明
や
一
般
質
問
な

ど
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

阿
津
賀
志
山
へ
の

案
内
板
が
設
置
さ
れ
る

阿
津
賀
志
山
展
望
台
へ
の
人
口
案

内
板
か
、
滝
川
礦
か
ら
石
母
田
に
至

る
国
道
四
号
線
沿
い
に
、
こ
の
ほ
ど

設
置
さ
れ
ま
し

た
。

こ
の
案
内
板
は
、
国
見
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
（
商
橘
賢
夫
会
。長
）
か
ら

町
へ
、
鰻
置
の
た
め
に
と
寄
付
を
い

た
だ
い
た
こ
と
に
よ
り
完
成
し
た
も

の
で
、
展
望
台
ま
で
の
途
中
の
既
斤

案
内
板
の
補
修
ら
併
せ
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

参
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
・
气

阿

津
賀
志
山
へ
向
か
う
ド
ラ
イ
バ
ー
に

と
っ
て
、
と
て
も
わ
か
り
や
す
い
案

内
板
に
な
り
ま
し
た
。

交
通
安
全
運
動
の

推
進
を
協
議

去
る
三
月
二
十
四
日
ド
国
見
町
交

通
対
策
協
議
会
か
開
催
さ
れ
、
平
成

円
年
度
の
交
通
安
全
事
業
計
画
並
び

に
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
推
進

に
つ
い
て
協
議
か
行
わ
れ
ま
し
た
。

席
上
、
昨
年
卜
月
、
不
幸
に
し
て

交
通
零
故
に
よ
り
お
父
さ
ん
を
亡
く

さ
れ
た
遼
藤
康
幸
君
（
只
田
字
番
城

内
）
に
、
交
一通
遺
児
奨
学
金
か
冨
永

町
長
よ
り
伝
逵
さ
れ
ま
し
た
。

交
通
遺
児
奨
学
金
は
、
交
通
遺
児

の
健
や
か
な
成
長
と
勉
学
の
励
み

と
な
る
よ
う
小
・
中
学
校
へ
の
入
学

時
及
び
中
乍
校
の
卒
業
時
に
（
財
）
福

島
県
交
通
遺
児
奨
学
基
金
協
会
よ
り

支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

民
生
・
児
童
委
員
に

小
　
西
　
さ
　
ん

こ
の
贋
。
牧
野
容
子
さ
ん
（
大
町

北
）
の
後
任
に
、
小
西
絹
子
さ
ん
（

藤
田
宇
南
一
四
）
が
民
生
委
員
・
児

童
委
貝
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

厚
生
大
臣
、
県
知
事
か
ら
の
民
生

（
児
童
）
委
員
の
委
嘱
状
か
去
る
三

月
十
日
、
民
生
委
員
協
離
会
定
例
会

の
席
ｈ
、
冨
永
町
長
よ
り
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

任
期
は
二
月
四
日
か
ら
十
一
月
三

十
日
ま
で
、
大
町
北
町
内
会
を
担
当

い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
退
任
さ
れ
ま
し
た
牧
野
容

子
さ
ん
に
は
、
多
年
、
民
生
委
員
協

議
会
の
副
総
務
と
し
て
ご
尽
力
い
た

だ
き
、
厚
生
大
臣
と
町
か
ら
感
謝
状

と
紀
念
品
か
贈
ら
れ
ま
し
た
。

長
い
間

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
・

編
集
日
記

○
四
月
六
日
。
小
・
中
学
校
で
入
学

式
か
行
わ
れ
新
一
年
生
か
誕
生
。

○
全
国
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
か

春
の
交
通
安
全
運
動
中
の
四
月
十
二

日
現
在
。
昨
年
よ
り
十
一
日
も
叭
く

三
千
人
を
超
え
て
し
ま
い
ま
し

た
。

こ
こ
十
九
午
間
で
は
最
悪
の
ペ
ー
ス

と
か
。
み
ん
な
で
注
意
し
合
い
、
痛

ま
し
い
子
ど
も
の
交
通
事
故
を
な
く

し
た
い
も
の
で
す
。
　
　

（
Ｋ
）

発
ｊ

ｊ
集

国
ｎ
｀
町
総
務
課

槽
鳥

県
伊
達
耶
国
見
町
大
字
藤
田
字

．
丁
田
二
２
の
１

号
九
六
九
－

一
ヒ
　

Ｓ
（
○
二
四
五
で
八
ａ
－

．
．一
一
一
（
代
嗇
）

▲後継者媒酌人名謝状館呈式

▲鰆心に傍聴する小・中学生の皆さん

▲新岐された案内板

Ａ冨水町長から遠藤君に奨励金が手渡される

わ
だ

い
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